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一　
は
じ
め
に

 

　

令
和
５
年
度
税
制
改
正
大
綱
は
、

個
人
向
け
に
は
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
抜
本
的

拡
充
・
恒
久
化
や
相
続
時
精
算
課
税

制
度
の
基
礎
控
除
創
設
、
法
人
向
け

に
は
、
研
究
開
発
税
制
の
大
幅
な
見

直
し
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
負
担
軽

減
措
置
等
（
個
人
事
業
主
を
含
む
）

が
中
心
と
な
る
。

　

店
頭
や
渉
外
先
で
有
益
な
情
報
を

提
供
で
き
る
よ
う
、
改
正
点
や
説
明

の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
お
き
た

い
。
本
稿
で
は
、
令
和
５
年
度
税
制

改
正
大
綱
の
捉
え
方
と
、
各
課
税
の

主
な
改
正
点
を
金
融
機
関
担
当
者
向

け
に
解
説
す
る
。

二�　
令
和
５
年
度
税
制
改
正

大
綱
の
捉
え
方

　

令
和
４
年
12
月
16
日
に
「
令
和
５

年
度
税
制
改
正
大
綱
」（
以
下
、「
大

綱
」
と
い
う
）
が
与
党
よ
り
公
表
さ

れ
た
。
大
綱
は
、
こ
れ
ま
で
不
十
分

だ
っ
た
分
野
に
資
金
を
巡
ら
せ
る
こ

と
で
個
人
や
企
業
等
に
眠
る
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
引
き
出
す
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
税
制
に
お
い
て
具
現

化
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。　

　

具
体
的
に
は
、
個
人
所
得
課
税
で

は
、
資
産
所
得
倍
増
に
つ
な
げ
る
た

め
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
抜
本
的
拡
充
・
恒
久

化
を
行
う
一
方
で
、
所
得
税
の
負
担

を
公
平
に
す
る
た
め
高
所
得
者
層
に

対
す
る
課
税
を
強
化
す
る
。

　

資
産
課
税
で
は
、
若
年
層
へ
の
資

産
移
転
を
促
進
す
る
た
め
、
相
続
時

精
算
課
税
制
度
の
基
礎
控
除
を
創
設

す
る
ほ
か
、
暦
年
課
税
に
係
る
相
続

前
贈
与
の
加
算
期
間
の
延
長
や
贈
与

税
の
非
課
税
措
置
の
見
直
し
等
が
行

わ
れ
た
。
な
お
、
市
場
価
格
と
相
続

税
評
価
額
の
差
を
利
用
す
る
、
い
わ

ゆ
る
「
タ
ワ
マ
ン
節
税
」
に
つ
い
て

は
、
具
体
的
な
見
直
し
内
容
に
つ
い

て
示
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
来
年

度
以
降
に
何
ら
か
の
改
正
が
あ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　

法
人
課
税
で
は
、
研
究
開
発
税
制

を
大
幅
に
見
直
し
た
ほ
か
、
特
定
の

資
産
の
買
換
え
の
特
例
の
見
直
し

や
、
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
等
を
活
用

し
た
節
税
が
規
制
さ
れ
、
中
小
企
業

投
資
促
進
税
制
や
中
小
企
業
経
営
強

化
税
制
と
い
っ
た
法
人
税
の
優
遇
制

度
か
ら
軒
並
み
除
外
さ
れ
た
。
消
費

課
税
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
負
担

軽
減
措
置
等
が
行
わ
れ
、
納
税
環
境

整
備
で
は
、
電
子
帳
簿
等
保
存
制
度

の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
他
、

防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
に
必
要
な
財

源
を
確
保
す
る
た
め
に
、
法
人
・
所

得
・
た
ば
こ
の
３
税
を
増
税
す
る
方

針
が
大
綱
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

以
下
、
大
綱
の
な
か
で
金
融
機
関

担
当
者
お
よ
び
そ
の
顧
客
に
影
響
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
項
目
に
つ
い
て
説

明
す
る
と
と
も
に
、
営
業
提
案
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
も
併
せ
て
解
説
す

る
。

　

な
お
、
本
稿
は
大
綱
に
基
づ
い
た

１　
令
和
５
年
度
税
制
改
正
の
概
要

令
和
５
年
度
税
制
改
正
と

生
前
贈
与
制
度
見
直
し
に
係
る
金
融
実
務
対
応
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一　
は
じ
め
に

　

令
和
４
年
12
月
16
日
、
令
和
５
年

度
税
制
改
正
大
綱
が
発
表
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
令
和
５
年
度
税
制
改
正
大

綱
の
相
続
・
贈
与
税
改
正
で
特
に
注

目
さ
れ
て
い
る
生
前
贈
与
関
連
制
度

の
見
直
し
に
係
る
金
融
実
務
で
の
対

応
点
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

な
お
、
筆
者
は
、
福
島
県
に
本
店
を

置
く
東
邦
銀
行
に
て
、
相
続
に
係
る

相
談
の
専
門
家
と
し
て
日
々
お
客
様

の
相
続
に
関
す
る
相
談
を
対
応
し
て

い
る
。
税
制
改
正
の
細
か
な
改
正
点

の
解
説
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
前
半
の
記

事
に
譲
る
と
し
て
、
本
制
度
改
正
に

お
い
て
実
務
に
お
い
て
起
こ
り
得
る

対
応
点
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　

本
稿
で
は
、「
生
前
贈
与
見
直
し

に
係
る
金
融
実
務
で
の
対
応
点
」
を

検
討
す
る
が
、
最
初
に
、
そ
も
そ
も

「
金
融
実
務
」
の
中
で
、
生
前
贈
与

と
は
ど
の
よ
う
な
シ
ー
ン
で
話
題
と

な
り
、
現
場
で
い
っ
た
い
何
を
確
認

し
て
い
く
べ
き
も
の
な
の
か
を
確
認

し
て
い
く
。
そ
し
て
、
そ
の
確
認
し

た
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
令
和

５
年
度
の
税
制
改
正
大
綱
で
の
改
正

が
実
務
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

る
か
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

二�　
ど
ん
な
と
き
に
生
前
贈

与
が
話
題
に
上
が
る
の
か

　

本
誌
の
読
者
の
皆
様
の
多
く
が
、

金
融
機
関
で
働
い
て
い
る
方
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
金
融
機
関
の
実
務

に
お
い
て
、
ま
ず
生
前
贈
与
の
こ
と

が
ど
の
よ
う
に
話
題
に
な
る
の
か
を

改
め
て
一
緒
に
考
え
て
み
た
い
。
生

前
贈
与
に
係
る
制
度
改
正
の
内
容
の

検
討
も
非
常
に
大
切
だ
が
、
実
務
を

考
え
る
う
え
で
は
、「
そ
も
そ
も
、

ど
の
場
面
で
生
前
贈
与
と
い
う
話
が

出
て
く
る
の
か
」
を
整
理
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

以
下
、
記
載
の
例
は
あ
く
ま
で
一

例
で
あ
る
が
、
読
者
の
あ
な
た
も
、

様
々
な
シ
ー
ン
で
日
々
対
応
さ
れ
て

い
る
は
ず
で
あ
る
。
あ
な
た
が
対
応

し
て
い
る
お
客
様
を
思
い
浮
か
べ
な

が
ら
、
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
。

シ
ー
ン
１　
お
客
様
か
ら「
生
前
贈

与
に
つ
い
て
聞
き
た
い
」と
言
わ
れ
た

　

例
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
シ
ー
ン
が

想
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
営
業
店
の
窓
口
で
年
金
定
期
の

書
換
え
の
手
続
き
を
し
て
い
た
お
客

様
が
い
る
。
そ
の
お
客
様
か
ら
、「
○

○
さ
ん
、
と
こ
ろ
で
、
生
前
贈
与
を

す
る
と
よ
い
と
聞
い
た
の
だ
け
ど
、

本
当
か
し
ら
」
と
話
し
か
け
ら
れ
る

の
で
あ
る
。あ
な
た
な
ら
、こ
の
シ
ー

ン
で
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
だ
ろ

う
か
。

シ
ー
ン
２　
金
融
機
関
側
か
ら
お
客

様
に
「
生
前
贈
与
に
つ
い
て
関
心
は

あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
問
い
か
け
る

　

こ
れ
は
、
現
場
で
は
よ
く
あ
る

シ
ー
ン
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。現
在
、

生
前
贈
与
を
扱
う
贈
与
型
保
険
等
の

令和５年度税制改正と令和５年度税制改正と
生前贈与制度見直しに係る金融実務対応生前贈与制度見直しに係る金融実務対応

２
　
生
前
贈
与
見
直
し
に
係
る
金
融
実
務
で
の
対
応
点

令
和
５
年
度
税
制
改
正
と

生
前
贈
与
制
度
見
直
し
に
係
る
金
融
実
務
対
応

東
邦
銀
行 
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コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
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馬
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裕
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今
月
の
解
説
①

「
情
報
銀
行
」
に
よ
る
個
人
情
報
の
利
活
用
の
可
能
性
と

契
約
関
係
の
ポ
イ
ン
ト

「
情
報
銀
行
」
に
よ
る
個
人
情
報
の
利
活
用
の
可
能
性
と

契
約
関
係
の
ポ
イ
ン
ト

さ
く
ら
共
同
法
律
事
務
所 

弁
護
士 

廣
田 

景
祐

さ
く
ら
共
同
法
律
事
務
所 

弁
護
士 

廣
田 

景
祐

　
は
じ
め
に

　

現
代
で
は
、
個
人
の
生
活
に
不
可

欠
な
各
種
手
続
等
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
行
う
の
が
一
般
的
に
な
っ
て

き
て
お
り
、
も
は
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
何
ら
か
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
社
会
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
際
に
は
、
利
用

者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
位
置
情
報
、

購
買
履
歴
、検
索
履
歴
等
の
情
報
が
、

当
該
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
企
業
に

よ
り
収
集
さ
れ
、
そ
の
一
部
は
第
三

者
に
提
供
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ

る
。
企
業
が
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
（
以
下
、「
個
人
情
報
保

護
法
」
と
い
う
）
に
基
づ
き
消
費
者

の
同
意
を
取
得
し
て
い
る
と
は
い

え
、
実
態
と
し
て
は
、
消
費
者
本
人

の
意
識
が
十
分
で
は
な
い
ケ
ー
ス
も

多
々
あ
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
日
本

で
は
、
諸
外
国
と
比
べ
て
自
身
の

パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
企
業
に
提
供

し
て
い
る
認
識
が
低
く
、
ま
た
、
商

用
目
的
で
の
提
供
に
は
消
極
的
で
あ

る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る（
図
表
１
、

図
表
２
参
照
）。

　

他
方
で
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
の
普
及
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
達
に
よ
り
、
効
率
的
に

大
量
の
個
人
情
報
の
収
集
が
可
能
と

な
り
、
国
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上

に
資
す
る
利
活
用
へ
の
期
待
も
高

ま
っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
利
用
者
側

と
し
て
は
安
心
し
て
自
身
の
個
人
情

報
を
信
託
で
き
、
事
業
者
側
と
し
て

は
円
滑
な
個
人
情
報
の
利
活
用
が
図

れ
る
「
情
報
銀
行
」
の
存
在
感
が
今

後
増
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。
現

在
、
金
融
機
関
で
は
な
い
事
業
会
社

も
情
報
銀
行
と
し
て
多
数
参
入
し
て

い
る
。
国
内
の
金
融
機
関
で
は
、
令

和
３
年
７
月
に
信
託
銀
行
が
情
報
銀

行
事
業
を
始
め
た
例
が
初
め
て
で

あ
っ
た
が
、
今
後
、
金
融
機
関
が
情

報
銀
行
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
例

が
増
え
て
い
く
可
能
性
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
保
有
す
る

個
人
情
報
の
利
活
用
の
先
端
的
な
形

と
も
い
え
る
、「
情
報
銀
行
」
に
つ

い
て
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
契
約
関
係

を
中
心
に
概
観
し
て
い
く
。

一　

令
和
２
年
改
正
が
個
人

情
報
の
利
活
用
に
及
ぼ
す

影
響

　

近
年
の
個
人
情
報
保
護
法
改
正
の

流
れ
の
な
か
で
、
利
活
用
と
い
う
側

面
に
特
に
関
連
す
る
も
の
の
例
と
し

て
は
、
令
和
４
年
４
月
１
日
に
施
行

さ
れ
た
、
令
和
２
年
の
個
人
情
報
保

護
法
改
正（
以
下
、「
令
和
２
年
改
正
」

と
い
う
）
に
お
け
る
、
仮
名
加
工
情

報
の
制
度
の
新
設
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

仮
名
加
工
情
報
と
は
、
事
業
者
が

保
有
す
る
個
人
情
報
か
ら
氏
名
な
ど

を
削
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
定

の
個
人
を
識
別
で
き
な
い
よ
う
に
加

工
さ
れ
た
情
報
の
こ
と
を
い
う
。
平

成
29
年
に
施
行
さ
れ
た
改
正
に
よ

り
、
匿
名
加
工
情
報
の
制
度
が
新
設

さ
れ
て
い
た
が
、
さ
ら
な
る
デ
ー
タ

の
利
活
用
に
よ
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
令
和
３
年

の
個
人
情
報
保
護
法
改
正
に
よ
り
、

仮
名
加
工
情
報
と
し
て
、
当
初
の
利
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地
方
自
治
体
に
お
け
る
「
地
方
創

生
」
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
行
財

政
上
の
課
題
解
決
へ
の
担
い
手
と
し

て
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
は
じ
め
と

し
た
公
民
連
携
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
の
推
進

に
お
け
る
地
域
金
融
機
関
へ
の
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿

で
は
、
公
民
連
携
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
が
求

め
ら
れ
る
背
景
、
基
礎
概
念
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
お

よ
び
金
融
機
関
の
課
題
を
解
説
す
る
。

一　
公
民
連
携
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）

と
は

　

公
民
連
携
は
英
語
で
「Public 

Private Partnership

」
で
表
記
さ

れ
る
も
の
を
原
語
と
し
て
お
り
、
単

語
の
頭
文
字
を
と
っ
て
「
Ｐ
Ｐ
Ｐ
」

と
略
し
て
使
用
さ
れ
る
の
が
一
般
的

で
あ
る
。
日
本
語
で
は
Ｐ
Ｐ
Ｐ
を
訳

し
た
「
公
民
連
携
」
あ
る
い
は
「
官

民
連
携
」
が
使
わ
れ
て
お
り
、
両
者

の
間
に
は
意
味
の
差
は
な
い
が
、
政

府
（
主
に
内
閣
府
や
国
土
交
通
省
）

や
地
方
公
共
団
体
の
公
式
文
書
で
は

「
官
民
連
携
」
が
使
わ
れ
る
場
合
が

多
い
。

　

公
民
連
携
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
は
文
字
ど

お
り
、Public

（
公
共
体
）とPrivate

（
民
間
）
の
連
携
に
よ
っ
て
、
費
用
対

効
果
（
英
語
「Value for M

oney
」

を
略
し
た
Ｖ
Ｆ
Ｍ
）
の
改
善
や
、
同

じ
公
的
支
出
で
も
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
や

ア
ウ
ト
カ
ム
と
い
っ
た
質
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

単
年
度
予
算
や
仕
様
発
注
（
業
務
の

履
行
方
法
を
詳
細
に
決
め
た
通
常
の

行
政
発
注
方
法
）
を
前
提
と
し
た
官

と
民
の
発
注
者

−

受
注
者
の
関
係
性

で
は
な
く
、
複
数
年
度
の
予
算
や
性

能
発
注
（
業
務
の
成
果
の
み
を
定
め

実
現
の
た
め
の
方
法
は
受
注
者
に
委

ね
民
間
の
創
意
工
夫
を
引
き
出
す
こ

と
を
期
待
す
る
発
注
方
法
）、
Ｃ
Ｓ

Ｖ
（Creating Shard Value

）
の
考

え
方
に
即
し
連
携
協
定
を
締
結
し
た

う
え
で
共
同
で
の
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
な
ど
を
含
む
非
常
に
幅
広
い
も

の
で
あ
る
。

　

公
民
連
携
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
は
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
（Private Finance Initiative

）、

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に
基

づ
く
公
共
施
設
運
営
権
制
度
）、
指

定
管
理
者
制
度
、
市
場
化
テ
ス
ト
、

Park-PFI
（
公
募
設
置
管
理
制
度
）、

成
果
連
動
型
民
間
委
託
（
Ｐ
Ｆ
Ｓ
：

Pay For Success
）
や
Ｐ
Ｆ
Ｓ
に

民
間
資
金
調
達
を
伴
う
Ｓ
Ｉ
Ｂ

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
パ
ク
ト
・
ボ

ン
ド
）
と
い
っ
た
、
多
様
な
制
度
や

手
法
を
含
む
包
括
的
な
概
念
で
あ

る
。
わ
が
国
の
公
民
連
携（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）

は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
に
伴
い
、
第
三

セ
ク
タ
ー
方
式
を
は
じ
め
と
し
た
そ

れ
ま
で
の
官
民
一
体
で
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
方
法
の
課
題
を
踏
ま
え
、

契
約
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
等
を
具
備
し
た

英
国
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
わ
が
国
に
導
入
す

る
こ
と
を
意
図
し
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
２
０

０
１
年
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
が
議
員
立
法
で

成
立
）
を
起
点
に
、
前
述
し
た
多
く

の
手
法
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。

　

ハ
ー
ド
系
施
設
（
ハ
コ
モ
ノ
、
イ

ン
フ
ラ
）に
関
す
る
制
度
と
し
て
は
、

地
方
公
共
団
体
の
公
の
施
設
へ
の
民

間
活
力
導
入
を
図
る
べ
く
民
間
団
体

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に
期
待
さ
れ
る

金
融
機
能
の
発
揮

東
洋
大
学
大
学
院 

客
員
教
授　

藤
木 

秀
明

今
月
の
解
説
②
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みやいり・のりゆき●2007 年あおぞら銀行入行後、個人・法人
営業、企画本部などに従事。名古屋支店勤務時代にはマネージャー
として富裕層向け資産運用、相続、事業承継業務に従事。22 年
８月同行退職後、株式会社 DTG CFO・コンサルタント、株式会社
常盤植物化学研究所経営企画室長、Playground 株式会社 PM、同
年 11 月三松裕樹税理士事務所副代表に就任。実務経験を活かし
執筆活動にも注力。

株式会社DTG CFO・コンサルタント　宮入 則之株式会社DTG CFO・コンサルタント　宮入 則之

営業現場が
甦る

１１ １１１１ １１
上司の悩み？ 最近の

部下育成？

上�

司
「
最
近
の
営
業
店
の
教
育
は
高
度

化
し
て
い
て
難
し
い
。
以
前
な
ら
、

営
業
同
行
し
て
見
て
感
じ
て
覚
え
ろ

と
よ
く
言
っ
た
も
の
だ
が
、
今
の
若

者
に
は
そ
れ
で
は
響
か
な
い
。
最
近

で
は
１
on
１
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
法
が
注
目
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
１
on
１
が
な
ぜ
必
要
な

の
で
し
ょ
う
か
」

宮�

入
「
こ
こ
数
年
、
コ
ロ
ナ
や
就
職
先

と
し
て
の
金
融
業
界
の
不
人
気
化
な

ど
の
影
響
で
、
金
融
機
関
が
置
か
れ

て
い
る
状
況
が
厳
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
時
代
に
何
事
に
も

上
意
下
達
の
手
法
で
取
り
組
ん
で
い

る
と
、
時
代
に
取
り
残
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
１
on
１
の
実
践
に
よ
っ
て

部
下
の
育
成
と
と
も
に
、
時
代
に

沿
っ
た
柔
軟
な
発
想
が
生
ま
れ
る
組

織
を
目
指
し
ま
す
。
で
は
外
部
環
境

と
内
部
環
境
に
分
け
て
詳
し
く
掘
り

下
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

一　
外
部
環
境

１　
マ
ク
ロ
環
境
の
変
化

　

銀
行
の
み
に
限
ら
ず
、
人
口
が
増

え
、
経
済
成
長
が
順
調
な
人
口
ボ
ー

ナ
ス
期
に
お
け
る
経
済
環
境
下
で
業

界
が
成
長
市
場
に
あ
る
場
合
、「
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
」
と
い
う
こ
と

自
体
が
強
み
と
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
目
の
前
に
あ
る
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
対
し
て
、
単
純

な
内
容
の
も
の
に
時
間
を
投
じ
て
決

め
ら
れ
た
タ
ス
ク
を
効
率
的
、
合
理

的
に
こ
な
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が

ビ
ジ
ネ
ス
上
の
勝
ち
筋
で
し
た
。
優

秀
な
経
営
陣
や
事
業
本
部
か
ら
の
、

そ
し
て
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
指
示
に

従
っ
て
タ
ス
ク
を
多
く
こ
な
す
と
い

う
こ
と
は
理
に
か
な
っ
て
い
た
と
い

え
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
は
、
人
口

減
少
が
進
む
人
口
オ
ー
ナ
ス
期
に
あ

り
、
パ
イ
が
増
え
な
い
環
境
で
経
済

が
停
滞
し
て
い
る
局
面
に
お
い
て

は
、
差
別
化
、
あ
る
い
は
自
ら
の
力

で
サ
ー
ビ
ス
や
市
場
を
創
造
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
す
べ

て
の
業
界
で
起
き
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
競
合
関
係
で
は
な
か
っ
た
業
界
が

競
合
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
起
こ
り

得
ま
す
。
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
も
他
の

業
界
か
ら
参
入
は
増
え
て
お
り
、
今

後
も
増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
が
進
ん
で
お

り
、
過
去
の
方
法
が
通
用
し
な
い
こ

と
を
認
識
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。




